






































Setting, Character, Point of View, Plot, Narrator7という7項目で分析を行ってきた8。
今回もこれに従う。
 2 本論文では、「読者」は原則としてヨハネ福音書の「内的読者」（implied reader）のことを指す。
 3 手法の詳細については既に別論文で述べているので、ここでは繰り返さない。（前掲「ヨハ
ネ福音書2章で語られる救済思想」33-35頁を参照）。
 4 Cf. Ito, Hisayasu. “The Signiﬁcance of Jesus’ Utterance in Relation to the Johannine Son 






































が3箇所（10:8, 16, 39）含まれている（Metzger, Bruce M. A Textual Commentary on the Greek 






















この範囲で11箇所を指摘している（Comfort, Philip W. New Testament Text and Translation 
Commentary, Carol Stream, IL: Tyndale House, 2008, 295-8）。

















 A1	 10:	1―5	 	 羊と羊飼い（1）：羊の囲いのたとえ
	 B1	 10:	6	 	 ユダヤ人の反応（1）
	 A2	 10:	7―18	 羊と羊飼い（2）：羊飼いイエス
	 B2	 10:19―21　	 ユダヤ人の反応（2）
	 C	 10:22―23	 状況設定句：エルサレム
	 D1	 10:24―30	 イエスとユダヤ人の論争（1）
	 B3	 10:31	 	 ユダヤ人の反応（3）
	 D2	 10:32―38	 イエスとユダヤ人の論争（2）
	 B4	 10:39	 	 ユダヤ人の反応（4）
	 E	 10:40―42	 イエスとヨハネ：多くの人の信仰
19 ユダヤ人のこの4つの反応に注目するのはブラウンも同様（Brown, Raymond E. The Gospel 



























21 ドゥランドはユダヤ人の分裂（10:19-21）と多くの人 の々信仰（10:40-42）を対比させ、A:1-6, 
B:7-18, C: 19-21, B:22-39, C: 40-42という構造を考える。しかしわれわれの考察で見たように、
ユダヤ人の反応は10:22-39にも含まれているのであるから、この部分も丁寧に物語進行を検討
して内容を細分すべきであろう。Du Rand, Jan A. “A Syntactical and Narratological Reading 
of John 10 in Coherence with Chapter 9,” in: Beutler, Johannes and Fortna, Robert T. （eds. The 




ろう。法廷的弁説としての分析はNeyrey, Jerome H. The Gospel of John. NCBC, New York: 
















































24  モロニーは9章を踏まえて、羊のたとえに微妙な寓意はないと述べるが（Moloney, Francis J. 
Signs and Shadows: Reading John 5-12. Minneapolis, MN: Fortress Press, 1996, 132）、10章の
中だけでも意味は明確である。
25 Cf. Culpepper, R. Alan. The Gospel and Letters of John. Nashville, TN: Abingdon Press, 
1998, 179; Brown, 388.
26 Brown, 413. モロニーは、この地名への言及が読者を物語の冒頭（つまり1:28）に引き戻す
効果があり、イエスの宣教の初めを思い出させると共に、宣教の終わりが近いことをも示唆して























のであるという（Busse, Ulrich. “Open Quesitons on John 10,” in: Beutler, Johannes and Fortna, 
Robert T （eds.）, The Shepherd Discourse of John 10 and its Context, Cambridge: Cambridge 




















































































































36 ブラウンはおそらく地名との関連から、この人 を々洗礼者ヨハネの追随者と考える（Brown, 
413）。ヨハネ福音書が洗礼者ヨハネの集団を強く意識しているのは間違いないが、この部分を
そこまで読み込むことは難しいであろう。
37 以下の4点はレゼグエに従う （Resseguie, James L. Narrative Criticism of the New 
Testament: An Introduction. Grand Rapids, MI: Baker Academic, 2005, 169）。なおカルペッパー













17―18, 25, 29―30, 32, 36―38）。神を「父」と呼ぶのはヨハネ福音書に特徴的な
表現であるが38、10章ではとりわけ、父が子に与えるという従属性が重視されて





























































39 9章と10章の接続およびブルトマンの並び替え説に対する批判として、Ridderbos, Herman. 


























40 ナレーター の機能等については、例えばRhoads, David; Dewey, Joanna; Michie, Donald. 
Mark as Story: An Introduction to the Narrative of a Gospel, Minneapolis, MN: Fortress Press, 
20123, 39-61を参照。





















を捨てるが（10:11, 15, 17）、それは「盗人」「強盗」（10:1, 8）や狼（10:12）のよ
うに奪うものに対するためである（10:28―29も参照）。命を得た者は、盗まれた
り屠られたり滅ぼされたり追い散らされたりすることがなく（10:10, 12）、それ
42  「良い羊飼い」の「良い」については、「羊のために命をかけること」（Ridderbos, 360）、
「権威を持っていること」（Moloney, Francis J. The Gospel of John. Sacra Pagina 4, Collegeville, 
MI: Liturgical Press, 1998, 310）などの解釈があるが、羊を「守るために」という部分に重点
があると思われる（cf. Barrett, C. K. The Gospel According to St. John: An Introduction With 




























繰り返し述べてきた（3:18; 5:46; 6:29, 35, 40; 7:38; 8:45―46）。一方で、イエスを
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通じて神を信じるという表現も僅かながら見られた（5:24）。10章では改めて神
を信じることが述べられているが、イエス自身が「自分を信じなくてもよい」
とまで述べることで、神を信じることの重要さを強調している43。神とイエスの
一体性を強調しつつも、神を信じることの重要性を強く訴える表現となっている。
3.2　読者への効果
　ヨハネ福音書10章の読者に対する効果として以下を挙げることができる。
（1）羊飼いと羊のたとえを通して、「救われる」ことをより具体的に説明されて
いる。読者はイエスが羊飼いとして自分たちを導き守る存在であることを伝
えられる。このイエスに従うことが命への道であるということを、読者はイメー
ジ豊かに受け取ることができる。
（2）「まだ囲いに入っていない羊がいる」という言葉は、羊はイエスに従う者の
うち、まだイエスのもとにいない者がいるということを示唆される。これは
読者に、それは誰のことであるかという問いを引き起こす。
（3）イエスが神と一体であること、さらにイエスを信じなくとも神を信じるこ
とが大切であると示されることで、読者はイエスを超えた神への視点を与え
られる。
（4）ユダヤ人たちや多くの人々がとるイエスへの態度を通して、イエスへの両
方の評価が引き続いていることを知らされる。読者はそのどちらの立場を取
るかを問われ続けている。
4　結び
　ヨハネ福音書10章は、救い主としてのイエスの姿や働きを羊飼いのイメージ
によって伝えている。またイエスの業が神に由来するものであって、イエスの
43 ブラウンはこの言葉が史的イエスに遡るかどうか疑わしいとする（Brown, 412）。多くの注解
者は続く部分の父とイエスが一体であるという言述について詳しいが、この言葉への説明を行っ
ていない。
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業を信じなくても神を信じよ、と告げられることにより、読者は神へと目を向
けられる。このように、10章は救いのテーマを明確に語っている重要な章である。
